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1．はじめに 

 近年，屋外広告物は各地域のイメージを形成
するのに⽋かせない存在となっている．⼀⽅，
⽂化財や世界遺産が存在する市や地域では，屋
外広告物によって，その場の雰囲気や景観を乱
さないために，景観条例によって屋外広告物の
⾊合いを厳しく取り締まっている場合が多い． 
 槙らは景観と屋外広告物について彩度などに
着⽬して，景観に相応しい⾊彩を提案する⼿法
を提案しているが[1]，それらは景観に相応しい
広告物の⾊合いについての提案に留まっている．  
 本研究では景観とその場で実際に使われてい
る屋外広告物の⾊合いがどれだけ融和している
か，あるいは融和していないかを評価するため
の⼿法を提案する．これにより，景観と屋外広
告物の⾊合いの⾃然さを数値化することが可能
となり，屋外広告物が景観の雰囲気などに与え
る影響を考える⼀助となることを⽰す． 
 
2．提案手法 

 本研究では屋外広告物と景観の⾊が類似して
いる場合はその屋外広告物は景観に馴染んでい
ると考える．提案⼿法では，景観と屋外広告物
の画像を⽐較し，⾊差を⽤いることで屋外広告
物が景観に対してどのような役割を果たしてい
るのかを客観的に判断することを⽬的とする． 
 そのためには，景観と屋外広告物の⾊が⼈間
の感性に沿ったものである必要がある．本研究
では，⾊差を⽰すのに CIE DE2000[2]を⽤いた。
CIE DE2000 は⼈間の知覚を考慮した⾊差の指標
である．  

 
 
 
 
 

 
 

 
 上記の⾊差を抽出するために以下の流れで画
像⽐較の提案をおこなう（図 1）． 
i. 景観の画像と広告物の画像を⽤意する． 
ii. 本研究では画像の⾊差をより明確にする

ために，画像の⾊特徴量に対してクラス
タリングを⽤いて，4 つのクラスタを求
める． 
Kumar らの研究によると，RGB ⾊空間で
表現された画像の⾊特徴量のクラスタリ
ングはパフォーマンスが低下されること
が指摘されており[3]，⼀⽅で⻄川らの研
究によると RGB ⾊空間ではなく，CIE 
Luv ⾊空間に変換した上でクラスタリン
グをする場合，k-means 法が効果的であ
ると指摘している[4]．これらの結果に則
り，本論⽂では画像を RGB ⾊空間から
CIE Luv ⾊空間に変換し，k-means 法を
⽤いてクラスタリングを⾏った．本研究
ではクラスタ数を 4 に設定している． 

 
 

図 1 処理の流れ 
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iii. クラスタリング結果は⾊の割合を⽰す円
グラフの画像で出⼒し， 4 ⾊を重み付け
した景観の画像(1)と 4 ⾊を重み付けした
広告物の画像(2)とする． 

iv. 上 記 で ⽰ し た通り ， 本 ⼿ 法 で は CIE 
DE2000 を⽤いる。その際に L*a*b*⾊空
間を使⽤するため，(1)と(2)で使⽤され
ている CIE LUV 表⾊系をさらに L*a*b*
⾊空間に変換する． 

v. ⾊ 空 間 を変換し た 画 像 の ⾊ 差 を CIE 
DE2000 を⽤いて算出する． 

 
3．実験結果 

実験では，古⾵な街並み，カラフルな街並み，
普通の街並みの 3 種の景観画像とトーンの違う 2
種の広告物，広告物に使⽤されている⾊の数が
異なる 2種広告物の合計 4種の広告画像に対して
提案⼿法を適⽤した結果を表 1 に⽰す．提案⼿法
では⾊差が⼩さければ，街並みに馴染んでおり，
⼤きければその逆であると考える． 
 提案⼿法の有効性を確認するため，25 名に各
景観の画像に対してトーンや⾊の異なる 2種類広
告物どちらが景⾊に馴染んでいるかというアン
ケートを⾏った．  

表 2 に本実験の結果を⽰す． 
表 1 の結果と照らし合わせてみると⾊差が近い

⽅がアンケートの結果と合致していることが分
かる． 
 
 

表 1 ⾊差⽐較の結果 

 
 

 

表 2 アンケート調査の結果 

 
 

4．まとめ 

実験結果より，提案⼿法がおおむね⼈間の⾊
差感覚に沿った結果を出⼒することができてい
ることを⽰しているが下線で⽰した場所は合致
しなかった．  
 

5．今後の展望 

 今後の展望として，⼈間の景観に対する認識
により即した⾊情報の抽出⽅式の提案や，最適
なクラスタ数の提案などを⾏いたいと考えてい
る． 
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